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ソルフェージュの教材作成 
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ᖾᆅ ከ႐子 
7DNLNR .RFKL 

  ࡵ ࡌ ࡣ

豊岡短期大学通信教育部こども学⛉学習サポートᰯ、姫路大学教育学部こどもᮍ᮶学⛉通信教育課

程教育ᨭᰯである本学院、Ἀ⦖学院で、ᗂ⛶ᅬ教ㅍ・保育ኈの資᱁取ᚓを┠ᕪし、学ᴗにບࡴ学生

の年㱋ᒙはᖜᗈく、ほとんどが勤労学生である。また、それࡒれが置かれている社会的環境、音楽的

環境はከ✀ከᵝであり、⮬ࡎと⮬ᕫ表現の᪉ἲや表出ࡉれる音楽表現もከᵝである。 

義ົ教育の中の音楽教育で㌟に付けた▱㆑やឤᛶはそれࡒれの中にෆⶶࡉれ、↓ព㆑のෆに表出ࡉ

れる。たとえࡤ、㘽┙の上にྑᡭを置くと、⪺きぬえのあるメロディーを⮬↛に奏でることができる、

⪥で音をぬえ歌う、ᶍ唱でṇしく音程を取り歌う等である。 

しかし、本学では、音楽（音楽⌮論・ソルフェージュ・声楽・ピアノ・そのの楽器）のᑓ㛛教育

をཷけた経験のある学生は、ⓙ↓に等しく、ึᚰ者である学生にとって、୧大学のテキスト「こども

と音楽表現Ⅰ（ピアノ）」や「こどもと音楽表現ϩ（声楽）」の指ᐃ教材である「ࢥンࢥーࢿ 50 ␒⦎

習曲より No.1㹼No.5」を演奏することは㞴しい。 

そこで、ึ ᚰ者に必要な音楽的基礎力を㌟に付ける音楽教材、ソルフェージュの学習が大ษになる。

しかし、義ົ教育の中の「音楽」⛉┠を学習してから 4 年㹼50 年のṓ月が経っている学生にᑐし、

ᕷ㈍のソルフェージュは㞴しい。舟橋は 1）日本の総合的な音楽基礎教育として、ソルフェージュ教

育を、現状に即したయ⣔にᩚഛし┤す必要があると㏙ている。本学院にධ学して 1 年௨ෆという短

期間で、大学が課した試験曲を一通りᙎけるようにするたࡵには、ᑐ㇟である学生の現状を⌮ゎし、

現状に即した学習ពḧを㧗ࡵる教材で指導する必要がある。そのことによって、それࡒれのឤᛶを生

かし、₯ᅾ能力をᘬき出すことができると考える。 

これらのことを㋃まえ、こどもの㡭ㄡでもཱྀࡉࡎんだであࢁう❺ㅴやᗂඣ曲のフレーズを用いたリ

ズム打ち（一声二声）と㡰ḟ㐍行から 6 度の㊴㌍と㐍ࡴ、視唱曲のソルフェージュ教材を作成した

ので報告する。 
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ᮏ 論 

�㸬㡢ᴦⓗᇶ♏ຊㄪᰝࡢ᪉ἲㄪᰝ結ᯝ 

 2017 年 8 月、学生の音楽的基礎力をᤊえるたࡵ、アンケート調査を行った。ᑐ㇟は、本学院で保

育ኈ・ᗂ⛶ᅬ教ㅍの資᱁取ᚓを┠ᕪす、豊岡短期大学通信教育部こども学⛉ 1 年生 23 名、姫路大学

教育学部こどもᮍ᮶学⛉通信教育課程 3 年生 12 名とした。調査は 9 㡯┠について行ったが、ḟの 4

㡯┠について結果を報告する。ձ ピアノを習ったことがある、ղ ト音グྕのトから三Ⅼࣁまでの音

➢をㄞࡵる、ճ ࣊音グྕのはから一Ⅼ࣍までの音➢がㄞࡵる、մ 四ศの四ᢿ子、四ศの三ᢿ子、四

ศの二ᢿ子、ඵศのභᢿ子のྛᢿ子について⌮ゎしている。 

 調査の結果は、豊岡短期大学 1 年生、ձ 26㸣、ղ 48㸣、ճ 17㸣、մ 17㸣であり、姫路大学 3

年生、ձ 25㸣、ղ 50㸣、ճ 25㸣、մ 30㸣であった。これらの結果から、୧大学の学生ともに、

音楽的基礎力はపいとᤊえた。 

 

�㸬ᮏᏛᏛ⏕ࣗࢪ࣮࢙ࣇࣝࢯࡢࡵࡓࡢᩍᮦసᡂࡢᚲせᛶ 

 これらの調査結果から、本学院ධ学๓にピアノを習った経験がない、ㄞ譜ができない、ᢿ子につい

て⌮ゎできない学生ከいという状況を㋃まえ、限られた時間ෆで、音楽基礎力を㧗ࡵ、「こどもと音

楽表現Ⅰ（ピアノ）」「こどもと音楽表現ϩ（声楽）」の実技課㢟曲を演奏し、歌うたࡵには、指導を

ཷける学生、指導するㅮᖌともにᕤኵをจらす必要がある。 

呉 暁は、「リズムឤと音ឤと譜ㄞࡳの基礎を⠏くたࡵには、4㹼5 ṓで楽器をጞࡵる๓にソルフェ

ージュを習うのが一␒Ⰻいということがศかってきた」と㏙ている 2）。しかし、本学院のほとんど

の学生は、これまでにソルフェージュの学習をしたことがないが、ධ学後にピアノや声楽の実技の๓

に、音楽の基礎（ㄞ譜、リズムㄞࡳ、一声のリズム打ち、二声のリズム打ち、ṇしい音程とリズムで

歌う、メロディをᨭえている音をឤࡌ取る）を学ࡧ、演奏技術をẁ㝵的に習ᚓしていかなけれࡤな

らない。ᗂඣやඣ❺生ᚐ、音楽㧗ᰯ、音楽大学ཷ験生のたࡵのソルフェージュのテキストはከく見ら

れるが、保育ኈやᗂ⛶ᅬ教ㅍのචチ取ᚓ者のたࡵのソルフェージュはᑡない。 

 
�㸬సᡂࡢࣗࢪ࣮࢙ࣇࣝࢯࡓࡋᩍᮦෆᐜ 

そこで、ḟのような学生用の教材を作成した。ソルフェージュ課㢟Ⅰは一声のリズム打ち、二声の

リズム打ちであり、ソルフェージュ課㢟ϩは視唱である。௨ୗに作成したෆᐜを⤂する。 

課㢟Ⅰ、一声のリズム打ちは基礎リズムを用いた（ᅗ 1）。基礎リズムは小学ᰯ「音楽 6」3）の教⛉

᭩にᥖ㍕ࡉれているリズムの✀㢮を用いた。ヲ⣽は表 1 に♧した。導ධは、リズムㄞࡳを用い、リズ

ムㄞࡳは小学ᰯ「音楽 2」4)、音楽導ධテキストリズム・ワーク 5)に‽ࡌて用いた。ᗂඣのリズム

表現の指導にά用できるよう、ྛ リズムの名๓や㛗ࡉは表 1 にグ㍕した。リズムの名๓や㛗ࡉを⌮ゎ

し、一ᐃのテンポで、一声のリズムをྑᡭでᮘの上を打ったり、࢝スࢿࢱットで打ったりする。ᒎ開
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としては、ྠࡌᢿ子の」ᩘの課㢟をリレー奏したり、」ᩘの学生で、ูࠎの課㢟を指者の指に合

ࡌルを行うと、⥭ᙇឤが保たれる。課㢟によっては、ᗂඣ曲の一部ศとྠࣈて、リズムアンサンࡏࢃ

リズムのたࡵ、歌いながらリズムを打つと⌮ゎがᐜ易である。ᅗ 2 は、二声のリズム打ちである。ᗂ

ඣ曲の一部ศを取り出し、歌に合ࡏࢃてリズム打ちができるようにした。上ẁはྑᡭでᮘの上を打ち、

ୗẁはᕥᡭでᮘの上を打つ。ྛ課㢟のᗂඣ曲名等 6）7）、ヲ⣽は表 1 に♧した。 

 ᅗ 3 は、ソルフェージュ課㢟ϩ、視唱（音名唱）である。ᢿ子は四ศの四、四ศの三、四ศの二、

ඵศのභであり、調ᛶは、ࣁ㛗調、ト㛗調、࣊㛗調、短調とした。音ᇦはトから二Ⅼ࣍であり、ྛ

課㢟にࢥードࢿームをグした。要三音を中ᚰに三音も用いた。ḟのᡭ㡰で⦎習する。 

ձ ㅮᖌのᕥᡭ音伴奏に合ࡏࢃ、ṇしい音程で歌う 

ղ 学生⮬㌟で音伴奏し、メロディーがどのような音にᨭえられているか、┠と⪥で☜ㄆしなが

ら歌う 

ճ ↓伴奏で歌う。課㢟の一部のࢥード㐍行は、テキスト「ᙎき歌い」スムーズに⛣行できるよう、

テキストにあるᗂඣ曲とྠࡌᙧを用いる 8）。 

 

考ᐹࡵࡲ 

 ᗂඣ教育の現場では、生άの歌、Ꮨ⠇の歌、行の歌とከくの❺ㅴやᗂඣ用の曲が歌ࢃれている。

学生はᑗ᮶、ᗂඣ教育の現場で、ᗂඣと一⥴に歌う場㠃がከࠎある。保育ኈとᗂ⛶ᅬ教ㅍはᗂඣと一

⥴に歌うことによって、音楽の⨾しࡉ、楽しࡉをよりయឤでき、歌に㎸ࡵられた人間のឤやᬒを

యで表現することで、ᗂඣと一యឤをもつことができ、ᗂඣの᧯を豊かに育んでいく。 

 ☜かに、ピアノึᚰ者で音楽の基礎力がపい学生がピアノや声楽（ࢥンࢥーࢿ 50 ␒⦎習曲）の演

奏技術を習ᚓするのはᐜ易ではないが、保育ᅬやᗂ⛶ᅬ、ㄆᐃこどもᅬでは、一日が歌でጞまり、歌

で⤊ࢃる。つまりはᗂඣ教育の現場では「ᙎき歌い」の能力はྍḞである。 

 ピアノ「ᙎき歌い」は、ᗂඣと┠を合ࡏࢃながら、表豊かにㄒりけるように歌ࢃなけれࡤなら

ない。そのたࡵには、ࡺとりのある演奏技術が必要ྍḞであり、そのような技術を㌟に付けるたࡵ

の、十ศな音楽基礎力が要ồࡉれる。そこで、音楽を基礎から学ぶ、ソルフェージュの学習は必㡲で

ある。 

 ほとんどが勤労学生であり、学習時間に限りのある本学院の学生はピアノや声楽のレッスンと並行

して、ソルフェージュの学習をする必要がある。本論文では、本学院の学生の置かれている状況に即

したソルフェージュの教材の作成を行った。しかしながら、本教材には今後の課㢟もある。 

 ➨一に、本教材を使用した効果をどのように立証するかである。そのたࡵには、本教材を用いてᤵ

ᴗを行い、学習の効果が上がったかどうかについて評価する必要がある。つまりはධによって、デ

ーࢱを✚し、本教材の信㢗ᛶやጇᙜᛶを᳨証しながら、効果を立証していく必要がある。そのたࡵ

には、༢に、成⦼というᩘ㔞的評価結果のࡳならࡎ、学生のឤᛶにどのようにᒆいたか、実践時の学
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生の反応はどうだったのか、学生の学習満足度はどうだったのか等、質的評価結果も必要になってく

る。 

 本論文で報告した教材の試作教材を試験的に、本年 8 月に姫路大学 3 年生の「ソルフェージュスク

ーリング」時に使用した。その時に実践したリズム打ち（一声、二声、三声、四声）とピアノのテキ

ストを用いて行った視唱が、ピアノ演奏をする上で、どの程度役に立ったか等について、アンケート

調査を行い、今後の教材作成研究の根拠となる基礎資料としたいと考えている。 

 また、学生を取り巻く職場や家庭等の社会的環境、楽器や教材所持等の物的環境、指導者等の人的

環境によって、どのように、音楽基礎能力が向上し、演奏技術が時間の経過とともにどのように変化

していくのか、今後もサポートを継続する中で観察し、評価して、ソルフェージュの教材を改善して

いきたいと考えた。 

 

結 論 

 ほとんどが勤労学生で、学習時間に限りのある本学院の学生はピアノや声楽のレッスンと並行して、

ソルフェージュの学習をする必要がある。今後も、作成したソルフェージュの効果を立証しながら、

本学院の学生の置かれている状況に即したソルフェージュの教材の作成を継続していく必要がある。 
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表Ⅰ 
ソルフェージュ課㢟Ⅰ（一声のリズム） 
課㢟␒ྕ ᢿ子 音➢・ఇ➢の✀㢮 リズムㄞࡳ・グྕ・その 参考曲 

�㺃�㺃� 

��� 

� ศ音➢、�ศఇ➢ 
付Ⅼ㸰ศ音➢、�ศఇ➢

�ศఇ➢、音➢ 

 ーアーࢱ      ンࢱ

 ン࢘ ーアーアーࢱ 

 ーアーアーアーࢱ

� � ศఇ➢と � ศ音➢のࢩ ࢱン࣌ࢥーࣙࢩン  

� ఇ➢ � ศ音➢のࣛ࢘打ち  

�㺃� ���    

�㺃� ��� 
� ศ音➢、�ศఇ➢ 

  ࢘   ࢱ 

�� 
��� 

� ศ音➢のࣛ࢘打ち  

�� 付Ⅼ � ศ音➢と � ศ音➢    ࢱーアࢱ メリーࡉんのࡦつࡌ 

�� 
��� 

付Ⅼ � ศ音➢と � ศ音➢  ࡒうࡉん 

�� � ศ音➢と �ศ音➢の    （  ）ࢱ テキスト �␒ 

�� 
��� 

㸶ศ音➢と㸲ศ音➢ 

�� ศ音➢ 
 

テキスト �� ␒ 
�� 

�� ��� 付Ⅼ㸶ศ音➢と �� ศ音➢   ࢱッ࢝ おうまはࡳんな 

�� ���  �� ᢿ） �� ᢿ�   �� ᢿ�  

�� ��� �� ศ音➢   ���� ᢿ�     �� ᢿ� ᛮい出のアルࣂム 

�� ��� � ศ音➢と �ศ音➢ ᙅ㉳の曲ࢩン࣌ࢥーࣙࢩン  

�� ���  ᙅ㉳の曲  

ソルフェージュ課㢟Ⅰ（二声のリズム） 
課㢟␒ྕ ᢿ子 上ẁ�ྑᡭ打ち�の音➢、ఇ➢ ୗẁ�ᕥᡭ打ち�の音➢、ఇ➢ 参考曲 

� 

��� 

� ศ音➢、音➢ 

� ศ音➢、�ศ音➢ 

� ศఇ➢、�ศఇ➢ 

� ศ音➢ � ศఇ➢ 

� ศ音➢ 

付Ⅼ �ศ音➢ 

ぶん ぶん ぶん 

� テキスト �␒ 

� こいࡠの࣐ーチ 

� おかあࡉん 

� 

��� 

 
� ศ音➢ 

� ศ音➢ 

こいのࡰり 

� テキスト �� ␒ 

� 付Ⅼ �ศ音➢ ࡒうࡉん 

� ��� 付Ⅼ � ศ音➢ �� ศ音➢ 

付Ⅼ � ศ音➢ � ศ音➢ 

� ศ音➢ � ศ音➢ 

� ศ音➢ � ศ音➢ 

おかえりのうた 

� 
��� 

 

�� � ศ音➢、� ศఇ➢ 
付Ⅼ �ศ音➢、�� ศ音➢ 
� ศఇ➢ 森のくまࡉん 

࢝ࢱ࢝ࢱ
ࢱンࢱࢱ
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ソルフェージュ課㢟Ⅰ（一声のリズム） 
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ソルフェージュ課㢟Ⅰ（二声リズム） 
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ソルフェージュの教材作成 457
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ソルフェージュ課㢟ϩ（視唱） 
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